
先祖返りする母音

一一派生語における母音変化について一一

中道嘉彦

はじめに

英語を学び始めたころ、 child は「チャイルドJ と発音するのに children は

なぜ「チルドレンj なのか不思議に思った記憶がある。また過日の授業で

wildemess を「ワイルダ‘ネス j と発音するのを耳にした。 wild の発音を応用

したに違いないが、正しい発音は「ウイルタ守ネス」である。このように基の

形、すなわち語基 (bぉe) である child や wild に接辞を付加して派生語を作

る際、語基の母音が変化することがある 1)。そういった派生語における母音

変化には一定の規則性があるのではないだろうか。筆者は英語史の観点、から

以下のような 2 つの仮説を考えている。すなわち、古音化 2) (派生誇の母音に

は古い母音、具体的には大母音推移 (Great Vowel Shi丘、以後 GVS と略す)以

前の発音が用いられる場合がある)と短音化 3) (接辞を付加して単語が長くな

ると、例えば長母音を短母音に、二重母音を単母音にするなどして、単語全

体の発音にかかる時間を短縮しようとする傾向がある)の仮説である。筆者

はこの 2 つの規則でかなりの単語とその派生語の母音変化を説明できるので

はなし、かと感じている。

本稿のデータは主に『ウィズダム英和辞典』第 3 版(三省堂、 2013) から拾

い、その他は地名辞典、各種書籍、その他の情報源から採用した。発音が英

音と米音で異なる場合は英音を優先した。また英語史におけるおよその時代

戸K
U

A

吐



先祖返りする母音一一派生語における母音変化について一一(中道嘉彦)

区分は次の通りである。すなわち、古英語 (OE : 700・ 1100) 、中英語 (ME:

1100-1500) 、近代英語 (ModE: 1500・現在) 0 

大母音推移(Great Vowel Sh汗t)

まず大母音推移とし、う現象を確認しておこう。恥伍の 7 つの長母音(i:， e: , 

e: , a: , o: , 0: , u:) が ModE に至る過程で体系的に変化した。これが他のヨーロ

ッパ言語との違いを際立たせている。例えば英語以外のヨーロッパ系言語で、

は'a' とし、う文字をローマ字式に/a:/と発音するが、英語は GVS を経ているの

で、/eJ!となる。

以下の表 l はKrug の Tab1e 48.2 (p. 760) を改変して、 ME から ModEへの母

音(GVS (7 つの長母音の変化 (1) ・(Vll))に短母音の変化(VIll)も加えた)の推移

を示したものである。本稿の議論を理解しやすいように、提示する順序を逆

台形の母音図で左上から反時計回りに変更した。中間段階の発音には手を加

えていない。右隣に並べた表 2 は ModE における語基から派生語への母音変

化を示している。表 2 の変化(例えば(l)ar> I)が表 1 の変化(例えば i: …〉剖)

とちょうど逆向きになっているのが分かるだろう。すなわち語基から派生語

への母音変化は、歴史をさかのぼり、 ModEから ME へ先祖返りしているの

である。

h伍 ModE (RP) 語基派生語例

( 1 ) �: > lﾍ > aI > aI (1) aI > 1 child>children 

(II) e. > ,. (2) i: > e d~p>d~pth 

(III) e: > e. > 1. (3) i: > e h旦l>h~th

(IV) a: > �: > e: > e: > eI (4) eI > � n呈ture>n!!tural

(V) 。> 0: > ou >au (5) au > :) cQne>cQnic 

(刊) o. > U. (6) u: > :) g盟関>gQsling

(羽) u: > uu > au > au (7) au h盟関

V V 

(咽) u > A, a (8) A, a hgsband 

表 1: ME から ModE へ母音推移 表 2: 語基から派生語への母音変化
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表 l に見られる ME の長母音は表 2 の派生語では短母音に対応している。

語基から派生語への母音変化はGVSの変化を逆行して歴史をさかのぼるが、

同時に短音化も起きている。 (3) の派生語の母音は GVS (III) の中間段階の母

音/e:/に対応している。辞書によっては、『リーダーズ英和辞典~ (第 3 版)

のように、 h旦Ith に/e/を与えているものもある。 (4)の派生語の母音/æ/も中間

段階の母音と考えられる ((N) を参照) 0 /i: /と /ν、/ ::> (:) /と /0:/ は厳密に言え

ば舌位がそれぞれ異なる。しかし前者は high front voweI (高前舌母音)、後者

は mid back voweI (中後舌母音)で一括りにできるので、本稿ではほぼ同じ

母音と考えることにする。(Vll)、 (7) は語基 h盟se の母音は恥1E h盟s /u:/ (古い

音)から GVS を経て/au/ (新しい音)に変化した結果であることを示す。一方

(8) の派生語凶sb佃dに現れる母音/A， a/ は(Vll)に見られる長母音/u:/が短音化

して/u/となりの、(VßI)の変化を経た結果/A， a/ (;A/は強勢がある場合、 /a/は

無強勢の場合)になったことを示す。従って語基 house の派生語 husband'こ

は/A/が現れるという訳である。 S盟th /au/ > southern /A/なども同様の過程

を経ていると考えられる。これを図示すると以下のようになる。

ME hous ModEhouse 

/u:/ 一一一一う一一一→:;. /aul 

しM→→い/
ME housband ModE husband 

図 1 : (VII), (VIII) および (7)， (8) の音変化

GVS における母音の位置関係が分かりやすいように、以下の図 2 を引用し

ておく。
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図 2: GVS を示す逆台形の母音図 5)

先祖返りする母音の具体例

表 2 の (1) ・ (8) の順番に従って、それぞれのサンプルを挙げながら古音化、

短音化の具体例を検討してみよう。

(1) laIl > /JI6) 

まずーiCe の綴りを持つ語から始めたい。このグ冒ループに属する語は非常に

多い。 laJJを持つ語基の典型的な綴りは-iCe，引 i+ld， i+nd などである。以下に

語基サンプルとその派生語を挙げるが、語基の語尾特徴によってまとめてい

る。

0 ・iCe の綴りを持つ語

• -ibe で終わる語

describe>description, descriptive; inscribe>inscription; prescribe>prescript, 

prescription, prescriptive, prescriptism; proscribe>proscription; scribe ( r写字生J ) 

>scr!pt, scriptorium ( r 写字室J ), scriptural, scripωre; subscribe>subscription, 

subscript; transcribe>transcript, transcription 

・ -lide で終わる語

collide>collision; elide>e¥ision 
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• -side で終わる語

preside>president, presidency, presidential; reside>residence, re司dent， residency, 

residential; subside>subsidence, subsidiary 

• -vide で終わる語

divide>dividend, division, divisible司 divisibility; provide>provision, provisional, 

providence, provident, providential; subdivide>subdivision 

・ -wife で終わる語

midwife>midwifery (米音には綴り字発音の細/もあるが、英音は/ν); wiた>hussif

cr針箱J housewife く OEh� +wij) 

・ -ile で終わる語

agile>agility; bile>bilious; compile>compilation; crocodile>crocodilian; 

doc!le>docility; ductile>ductility; facile>facility; imbecile>imbecili臥 imbecilic;

fertile>fi出ility， fe吋lization; fragile>企agility; futile>futility; hostile>hostility; 

infertile>infertility; mobile>mobility, mobilize, automobile, snowmobile; 

reconcile>reconciliation; reptile>reptilian; senile>senility; servile>servility; 

versatile>versatility; vile>vilifY; virile>virility; volatile>volatility 

-ile で終わる語の多くは英音が/・副/で、米音は/-al/であるが、ここでは英音

を優先した。語基に/組/を持つ語が派生語になると/νに変わる。この変化はGVS

(1) i: >剖の変化を逆にしたもの ω!lE の発音に戻る古音化)であり、なおかつ

/i :/が/凶こなっているので短音化も生じている。教室で automobile のことを「オ

ートモパイルJ とする発音を耳にした。この発音だと f自動携帯J という意

味になろうか。古音化と短音化を知っていれば「オートモービル」と発音で

きたと思われる。

• -ime で終わる語

crime>criminal, criminality, criminalize, criminology; mime>mimetic, mimic, 

mimicry; pantomime>pantomimic; prime>primitive, primitivism; sublime>sublimate, 

sublimation, subliminal, sublimity 

・ -ine で終わる語

alpine>alpinist; combine>combination, combinative; decline>declination; defjne> 

defjnition, defjnite(ly), defjnitive; dine>dinner; divine>divinity, divination; 

incline>inclination, disinclination; line>linear; mine>mineral, mineralogy; pine> 

pineal; recombine>re∞mbination， recombinant; redefjne>redefjnition; swine> 
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Swindon, Swinden, Swinstead, Swinton (この 4 語は地名; vine>viney訂d，

viniculture, vinegar, vineg町" vintage, vintner 

動物名を含む英国の地名がある。 Swine Iブタ」が単独で発音される場合は

/swam/ だが、地名(例えば Swindon は OEswïn+dün で「ブタを飼育する丘J ) 

に入ると短音化と古音化で、/swm-/となる。 Vine は「ぶどうの木、つる植物」

の意だがワインやお酢に関連する派生語を生み出していることが分かる。

・ -ire で終わる語

acquire>acquisition, acquisitive; admire>admirable, admiration; ぉpire>aspirated，

aspiration, aspirator, aspirational; conspire>conspiracy, conspirator, conspiratorial; 

expire>expiration; inspire>inspiration, inspirational; perspire>perspiration; 

r巴spire>respirable， respiration, respirator, respiratory; satire>satirical, satirist, satirize; 

transpire>transp!rat卲n 

・ -cise で終わる語

clrcumqse>clrcumqslon; ∞nqs巴>conqslOn; exqse>exqsion; exorqse>exOfqsrn, 

exorqst; lmpreqse>impreqslOn; mqse>mqslOn; preqse>preqslOn 

・・vise で終わる語

improv!se>improv!sat卲n; prevlse>previslOn; revise>rev!sion, revisionism, 

revisionist; supervise>supervision; televise>television, televisual 

・寸te で終わる語

contrite>contrition; disunite>disunity; erudite>erudition; expedite>expedition; 

extradite>extradition; ignite>ignition; invite>invitation, invitational; 

伽主巴>inflnite(ly)， inflnitive, inflnity; recite>recitation, recitative; reignite>rei伊lition;

rite>ritual, ritualistic, ritualize; site>s1ωate， s1ωation; unite>unity, unit, unitary, 

Unitarian; white>Whitby (OE 伽ït + ON b� I 白し、村、開墾地J ), Whi加an，

Whitmonday, Whitney (OE hw� (dative -an) + � I 白い島J) , Whitsun, Whitsunday, 

Whitsuntide 

・ -ive で終わる語

archive>archivist; deprive>deprivation; derive>derivation, derivative; flve (OE fi..乃

>flfteen 7), flfteen白，明h，明hly， fl食y， flftieth 

• -type で終わる語

archetype>arche包pical; prototype>prototypical; stereotype>stereotypical; り巴〉

a包pical， typical, typicallぁ佐piちら untypical
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0その他

・ -ign で終わる語

ass国1>郎副ation; consign>cons抱nation; co唱n>∞密natory; design>designation; 

malign>mal思nancy， ma胸lant， malignity; res国l>resignation; s国l>S国1a1， s国1alize，

s回alman， s詔natory， s，認n御re

語基の‘g'は黙字だが、派生語では復活する0

• -Iyze で終わる語

analyze>analysis, analytical; dialyze>dialysis; electrolyze>electrolysis; hydrolyze> 

hydrolysis; p紅'alyze>paralysis; psychoanalyze>psychoanalysis 

• -ply で終わる語

apply>applicab1e, applicant, application; imply>implication; multiply> 

multiplication, multiplicity, multiplicative 

・ -ify で終わる他動調とその派生語

ampli危>amplifjcation のように変化する語は無数にあるo '-:(y'は強勢を受け

/品dとなるが、その派生語で、は強勢が-cationl・kéÛ~nIに移動するので、‘-fi-'の

部分は弱化してII，ヨ/になる0

・ -isef.・ize で終わる他動詞とその派生語

この種の語も無数にあり、今後ますます増えていくと思われる。

civilize>civilization や realize>realization のような派生語にはん12zéÛ~nIと 1-1型・/の

2 つの発音が記されている。短音化の観点から、将来的には/・l盆・/ではなくんl宣J

と発音する人が増えるものと考えられる。 Motorization はどちらで発音する

だろうか。!-r皇・/が多いのではないだろうか。

O語基のサンプルが 1 つのもの。

child> children; Christ>Christian, Christendom, Christianity, Christmas, Christopher, 

Christine, christen; con屯de>confjdence，∞叫dent，∞nfjdential; cycle>cyclic ( 1m人 II!

の両方あり) , encyclical, bicycle，住icycle; Cyprus>Cypriot, Cyprian; 

decide>decision; deride>derision; disciple>discipline, disciplinary, disciplinarian; 

indefjnable>inde(mite(ly); kind>kindred; migrate>immigrate, imm揮ation，

imm諺rant， emigrate, emigration, emigrant; minus>minuscule; oblige>obl詔ation，

obligatory, obligate; paradigm>paradigmatic; parasite>parasitic, parasitical, 

阿asitize; 恒ant>住ranny， tyrarmous, tyr包mical， tyrarmize, tyrarmicide; wide>widthj 

wind 釘「巻き付ける >windl倍以 wise>wisdom， wizard, wizardry; vice> 
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vicious(¥y); virus>virulence, virulent 

これで Christ は/rUIという二重母音を持つのに対して Ch出加as は!II を持っ

ている理由が理解できるだろう。 Christmas の‘l'が発音されないのは 3 子音が

連続した場合、 handsome の‘d'のように、真ん中の子音が落ちるためである。

Christen のγ も同じ理由で発音されない。

(2) /i:/ > /e/ 

語基の典型的な綴りは-eeーとーie-である。

O 哨・の綴りを持つ語

cr~d>crSèdit， crSèdible, crl;dibility, crSèditable, crSèditor, crS�dulous; exc~d>excSèss， 

excS�ssive(ly); proc~d>ProcSèss， ProcSèssion(al), ProcS�ssor; succ~d>sUCCSèSS， 

SUCCSèssful, succSèssfully, sUCcl;ssion, SUCcSèssive, SUCcSèssively, SUCCS�ssor; d~p>dl;pth; 

discr'些t>discrSètion， discrS�tionary; gr皇室n>Gr~nwich( I縁の村J の意の地名。 /grm・/

(短音化)や/grSèn-/ (古音化)とし、う発音もある)，GrS�ndon (OE gr�e + diin I緑が

丘」。短音化と古音化が見られる); red~m>redSèmption， redS�mptive; 

sh~p>shSèpherd (OE sc鸞phierde I羊の群れを世話する人、羊の番人j。短音化

と古音化)

0 第一音節に+を含む語

以下の語もこのグ‘ループに入るだ、ろう。

gsenus>gsener蹴，毘neration，佳neral，毘nerous; JS�SUS> Jl;suit; pl;nal>PS�nalty; 

SSèC陀t>sSècre旬1γ

(3) /i:/ > /e/ 

語基の典型的な綴りは-ea-， -ei・， -eCe-であるo

0 ・ea・の綴りを持つ語

. h鑓I>h副社1; st盟I>st，盟l白;w.笠I>w盟l社1

'cl皇室n>cl盟凶y (!i:/の他に((古)) /e/もある。 Uncl盟nly も同じ)， cl盟nliness;

unclean>uncl皇室叫y

cl盟国， clLanser, cl盟1smg も古い音を反映していると思われる。

• displ盟se>displ盟sure; pl~e>pl~ure， pl~ant， pl盟santly， pl盟問油le

• b包st>bSèstiary， bl;stial; b~ver>BSèverley (OE beofor + キ/icc s住eam I ピーノ《ーが

出没する流れJ ) ; br~the>br~th;ι盟se>cSèssation; ~t>ßssex (OE �st + Seaxe I東
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サクソンJ ); h~由>h盟白er; rep~t>rep~tition， rep~titive， rep~titious; z盟l>z盟lous，

j盟lous， z:些101， z堕lotry

o -ei・の綴りを持つ諾
concrive>conc~pt， conc~ption，∞nc~p旬al; decrive>dec~ption， dec~ptive; 

perc豆V巳>perc~ption， perc~ptible， perc~ptive， perc~ptivity， perc~pωal; 

r民主!ve>rec~ptlOn， rec~ptIve， rec~ptIOll1St， rec~ptor， rec~pt1Vlty 

o -eCe の綴りを持つ語
• aω~de>acc~ssion; c~de>c~ssion; conc~de>∞nc~ssion，∞nc~ssive; interc~de> 

interc~ssion; rec~de>rec~ssion， rec~ssional ， rec~ssionary， rec~ssive; sω呈de>sec~ssion，

seC~SSlOll1Sm， s∞:~SSlOll1st 

• contra沼田>contrav~ntion; conv~ne>conv~ntion， conv~ntional; 血terv~ne>

interv~ntion; subv~ne>subv~ntion 

• athl~te>a白I~tic; obsol~te>obsol~scence， obsol~scent 

• ex廿'~me>extr~mlty; supr~me>supr~macy， supr~maclst 

• imp~de>imp~diment， imp~dimenta 

• comp~te>comp~tltor， comp~tltlve 

• obsc~ne>obsc~nity (Ie.ん li:1両方の発音あり); ser~ne>ser~nity 

(4) lerl > /æ, eI 
語基lこはleIl が用いられるが、派生語にはla:1ではなく表 1 (lV) a: > �: > 

e: > e: > er の中間段階の音が短くなったもの、すなわち/がや'/el が現れるケ

ースである。

刷>/:怠/

語基の典型的な綴りは-aCe である。

0 ・aCeを含む語

cÉ!ve>cÉ!vity, cÉ!vem, cﾉ!vemous; cfl!l1e>cr~berry; d~e>Mad~e (局、 10:1の発音

も) ; fl~e>fl~mable，臼卸nmability; g氾de>gr呈dual(ly)， gr呈duation; grÉ!ve>grÉ!vity, 

g昼vitation(al), gr呈vitate; infl型n巴>infl~mable， infll!ffilllatory, infll!ffilllability; 

ins~e>ins~ity; plÉ!te>pl亘社er; pro危ne>pro色nity; s釘le>s~ity

0 その他

・ -aCCe を含む語
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ch.1!Ste>ch割ity; t呈ble>t呈blet， 包bul訂" t必ulate， tゆulation，ゆulator

• -ious で終わる語

aud呈cious>aud呈.city; ten呈.clOus>ten呈city; ver呈cious>ver，\!city; viv皇cious>viv昼city;

vor昼ciouS>vor，\!city

• -ai-を含む語

cl呈im>c1呈mpr， cl1!ffiorous; excl鍾m>excl1!ffiatOly; explilln>expl1!llatory; villn>v1!llity 

• -aC-を含む語

J伊us>j1!llitor， J 1!llu町 n，\!tion>(inter)n，\!tional(ly)， n,\!tionalism, n,\!tionalist, 

n,\!tionalistic, n呈tionality， 地tionalize， n,\!tionalization; 地旬re>n昼旬ral， n皇制ralist，

n草加raliはic; 陀tron>p，\!仕onage; v，\!por>ev皇porate; volc1!llo>volc1!llic 

/eIl> /e/ 

派生語に表 1 (IV)の中間段階の音を含む語である。

abs包in>ab坦ntion; break>br!旦kfast (/brékfast今; de国n>det~凶ion; re国n>ret~ntion;

willst>willstcoat (/wéskaν) 

breakfiぉt の break-はJeJ!ではなくゐ/(短音化) 0 fast も単独だと /0: ， æ/ だが派

生語では弱強勢になり、なおかつ短音化も受けて/alとなる。 Waistcoat も同様。

(5) /卸/(/ ou /) > /0, (α)/ 
語基の典型的な綴りは-oCe や幽oa.・だが、サンプル数は少ない。古音化と短

音化が起きている。

o -oCe を含む語
b輜e>b輜fire; cçne>cçnic, c輜ical; endosc輛e>endosc輛ic; ev輒e>ev軣ative; 

jo但se>jocçsity; nçse>nçs凶1; provçkρprovçc低ive;

o -ious で終わる語
fer軣ious>fer軣ity; prec軣ious>prec軣ity 

O その他

h輙y>h輙iday; 輙d (er) >呈Iderman (古音化のみが起きている) ;釦盟H典型的な綴

り、 -oaーを持った数少ない例)>白血目le

(6) /u:/ > /0 (0)/ 

典型的な綴りは・00・0 派生語の母音は/0:/よりも更に下降し、短音化も生じ
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ているようだ。このカテゴリーに該当するサンプルは極めて少ない。

回Qse>gQsling (ME gesling, gosling rガチョウのひなJ ) ; gQshawk (OE goshafoc = 

goose + hawk rハイタカ J );胆Qd>胆spel (OE g�spel r良き便り、福音J ) 

OE、 MEgõd の母音/0:/は GVS を経て/u:/に上昇し、次に短音化して good/u/

に至っている。

(7). (8) /aul > I^. が

この変化は図 1 を参照。語基の典型的な綴りは・ouーだ、が、派生語にはーou・

のままのもの、あるいは-u・となるものがある。

o -ound で終わる語
abQ堕ld>ab]!ndance， ab]!ndant(ly); found>Newf盟ndl飢d; pro色]!lld>pro血ndity

o -nounce を含む語
ann盟nce>ann邸lciation (announce の名詞は釦nouncement があるが、飢nunciation

r (受胎)告知 J もある); den盟nce>den]!ßciation; ren担n∞>r，閉店lciation;

pron盟nce>pron盟lciation

0 ・outh を含む地名

m盟由>Bournem虫色 (OEburna + mii�a r河口 J) ， Dar加盟th( rD副)1/の河口J)，

Exm盟th (rExe )11の河口 J) ， F油n盟th(rFal )11の河口 J) P恥nou由 (rPlym )11の河

口 J) ， Portsm盟th (r港の入口 J); Tynem型血( rTyne )11 の河口 J) ， s盟th>S旦ssex

(OE s砂 + Seaxe r南サクソンJ) ， S]!ttQn (OE sii� + tiin r南の町J) ， s型血em，

S型themer， s盟血erly， S型自wark/sﾁ�kl (OE s砂+悦orc r(テムズ)11) 南の砦J)

o house を含む語
h盟se>h旦sb釦d (OE hiisbonda r 自由土地所有者J) ， h旦sbandry， h盟sewife IhﾅZ;}f7 

( r針箱J ), h旦ssif IhÅS;}f, hﾃz-/ ( r針箱J housewife く OEhiis+ w切，h]!stings (OE 

hiisting r王や領主が招集した討議会J)

(7). (8) lu:1 > I^. が

この変化も図 1 を参照。 lu:/ は GVS (vn) の変化で刈ul になるはずだが、

/u:/ の中には短音化して/u/となり、それに(VßI)の変化が適用されて/A， e/ と

なったものがある。従って/u:/ > /A, e/ の変化の中で、は/u:/ の方が/A， e/ より

も古い音である。今までに取り上げたサンプルとは逆で、このケースは語基

に古い音が使われ、その派生語に新しい音が用いられている。しかし短音化
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は働いている。

語基の典型的な綴りは・uCe である。

0 ・duce で終わる語

d吋旦ce>de也ction， ded旦ctive; ind1!ce>ind旦ction; introd1!ce>intro也ctlOn，

introd1!ctory; prod.!!ce>prod旦ct， prod旦ction， prod1!ctive, prod旦ctivity; red.旦∞〉

red且ction， re.d.旦ctive; reintrod旦ce>rein住od1!ction; reprod.旦ce>reprod旦ction， reprod旦ctive;

sed旦ce>sed旦ction， sed旦ctive

o -sume で終わる語
おS旦me>ass1!l11ption; cons旦me>cons盟mption，∞ns旦mptive; pres.旦m巴>pres1!mption，

pres旦mptive， pres旦mptuous; res1!m巴>res旦mption

O その他
っき げつ

d1!ke>d旦chess ( í公爵夫人J ); moon>MQnd思 mQnth (天体の月、曜日の月、暦

の月がすべて母音変化の点でつながっていることが分かる) ;回Qpence>包pence

/tﾁp::ms/ 

おわりに

英語の変化形の中には様々な不思議な形がある。例えば m釦の複数形はな

ぜ mans ではなく men になるのだろうか。なぜ night には発音しない‘悼'が含

まれているのだろうか。なぜ‘a' という文字は「アーJ ではなく「エイ j と発

音するのだろうか。これらの「なぜ」は現代の英語を観察しているだけでは

説明がつかない。歴史をさかのぼり、過去の語形をひも解く事によって初め

て解明される。英語史研究が英語への理解を深め、英語教育に貢献できる所

以である。

本稿では語基と派生語の母音の変化に何らかの規則性があるのではなし、か

とし寸前提で資料を集め検討した。その結果、 ME から ModE への移行期に

見られる音変化で、ある大母音推移 (GreatVowel Shift) が関係しているようだ、

とし、う事が分かつた。

我々が英語を学び始めた頃、一つ一つの単語を別個に覚えていったと思う。

例えば please、 pleasure 、 pleasant などは 3 つの単語として別々に暗記したは

ずである。しかし官頭で示した音変化のルール(3)i: >e を知ると、この 3 語
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が意味だけではなく音声面からも関連が深いことが明確になる。いわば点と

して覚えていたいくつもの単語が音のルールで、線につながるのである。筆者

はこの論考を書き始めてから disciple と discipline、 heal と health、 weal と wealth

なと守が語源的につながっていることに気づき、まさに「目からうろこ」の思

いであった。 GVS に基づいた音声ルールを知っていれば語葉習得に大いに役

立つのは間違いないと思われる。

<註>

1) -able, -al, -ance, -ed, -ee, -en, -er, -ible, -ing，・ise (ーize) , -ish，・ist， -ive，胸ly などの

接尾辞が付加されて派生語が作られでも、派生語の母音は変化しないよう

である。

2) 例えば child の発音は ME 期に起きた長母音化(・ld、 -nd、・mb の前で短母

音が長音化)と GVS の変化を経て/可制ld/となったのに対して、 children の

それは OE期に-ld の後ろに更に 3 つ目の子音が付加したため母音の長音化

が起きなかった(B訂ber， pp. 154・ 155 を参照)。従って単数形の発音は OEcild 

/ψld/ > (長音化)>ME child /tf�: ld/ > (GVS) >ModE child /tfarld /という変化を

たどって現在の発音になった。それに対して複数形は長音化も起きず、従

って GVS の影響を受けなかったので、OE以来の短母音のままで、あった (OE

cildru >ME childre/children >ModE children /tfíldranl)。結局、語基 child の母

音崎/は新しい音であり、その派生語 children にはhJとし、う古い音が用いら

れていることになる。

3) Williarns, pp. 341 ・342 を参照。また英語は短い単語、特に単音節語を好む言

語である。 2 音節までが許容範囲で、 3 音節語になると長いという印象を

与え、 4 音節語は英語らしさを失った単語と言えよう。この事実を端的に

示すのが形容詞の比較級(最上級も同様)である。単音節語は屈折比較(例:

faster) を用いる。 2 音節語は屈折比較(例: easier) を用いるものと、屈折比

較と迂言比較の両方(例:cleverer; more clever) を許容するものに分かれる。

しかし 3 音節語には必ず迂言比較を用いる。 3 音節語に屈折語尾・er を付加

すると 4 音節語 (*b巴autifuler) になり、英単語としては認められない。長過

ぎる印象を与えるからであろう。

4) OE ﾜS /u: ゲがそのまま GVS を経たとすると現在は/aus/となっているはず
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である。現在の us の発音は/AS， as/なので、 (VII) から(VIII) に見られるよう

な長母音の短母音化があったはずである。

5) Krug の Table 48.1 , p. 760 を参照。

6) この公式は左辺の発音、つまり語基の母音/ru/が、その派生語において!II

に変化することを表している。また( )内の数字は表 2 の番号に対応して

いる。

7) ME 期にはーId、ーnd、・mb 以外の子音連続の前で長母音が短音化した。従

って OE.rzf+ tëne は ME 期に見(+ tëne となったo これで five と fifteen その

他の派生語の母音との違いが説明できる。 Williams， p. 336 を参照。
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